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問題と目的 自尊感情や自己愛等の全体的な自己評価形成には，親の行動が影響することが指摘され

ている。しかし，養育態度と全体的自己評価の関連を検討した研究からは，両者の相関はごく弱いも

のであり，情緒的な温かさやしつけなどの統制的な関わりが，直線的に全体的な自己評価を左右する

わけではないことが示唆される。一方，全体的自己評価と親行動の関連について，Brummelman ら

（Brummelman, Thomaes, Nelemans, Orobio de Castro, & Bushman, 2014 , Thomaes & Brummelman, 2018

等）は，親の関わりをより詳細に評価したうえで検討することの必要性を指摘している。例えば，不

適応的な全体的自己評価である自己愛と適応的な全体的自己評価である自尊感情をわけるのは，「子

どもに肯定的に接するか」といった全体的な傾向ではなく，「基本的には肯定的だが，子どもが失敗

した際には辛辣に接する」といった状況に応じた対応のあり方であると考えられる。 

 本研究では，親の基本的な態度である養育態度とストレス時における対応のあり方の組み合わせか

ら親行動を捉え，自尊感情と自己愛との関連について検討を行う。 

方法 （１）調査対象者 15 歳から 16 歳の男女 348 名（男性 150 名，女性 198 名）（２）調査内容①

自尊感情 箕浦・成田（2013）による 2 項目自尊感情尺度を用いた。②自己愛 中山・中谷（2006）

による評価過敏性―誇大性自己愛尺度を用い，各下位尺度の負荷量の高い 4 項目ずつを用いた。③親

の養育態度 平田（2001，2018）の養育行動尺度の高負荷項目をもとに，現在の親（おうちの人）の

養育態度（応答性，要求性）を３項目ずつで尋ねた。④ストレス時の親の関わり 村山ら（2017）に

よる情動調整方略に関する尺度（4 因子，問題解決，認知的再評価，反すう，気晴らし）をもとに，

親の情動調整的関わりについて 3項目ずつで尋ねた。 

結果と考察 既存尺度の改変により実施した親の情動的関わりの尺度について，因子分析を行った結

果，3 因子解が妥当と判断され，元々の問題解決，認知的再評価が「アドバイス」項目としてまとま

る形となった。親行動に関する 5 変数（養育態度 2 変数，情動調整的関わり 3 変数）を用いたクラス

タ分析（Ward 法）により，親行動のパターンについて検討した。デンドログラムを元に 5 クラスタ解

を採用し，クラスタの特徴（z 得点）について図示した（図１）。5 つのクラスタは，それぞれの特徴

から，友人型（CL1），権威あるリーダー型（CL2），自律推進型（CL3），低関与型（CL4），積極的関

与型（CL5）と命名された。友人型と低関与型は，養育態度に関する得点が低く，いわゆる放任型の

親であり，子どものストレス時における対応があるかどうかで群が同定されていた。権威あるリーダ

ー型と積極的関与型の親は，いわゆる権威ある親であり，関与の度合いによって群が同定されていた。

権威あるリーダー型の親もストレス時の対応は平均と比べて高い傾向があるが，否定的事象への直面

化（元尺度における「反すう」に相当）や気晴らしの援助より，アドバイスを行う傾向が強かった。

自律推進型の親は，養育態度はいずれも平均的であったが，ストレス時の関わりが低い特徴があった。 

 各クラスタの自尊感情と自己愛の得点を比較したところ，評価過敏性得点以外でクラスタ間の差が

みられ，下位検定の結果，自尊感情得点は CL2,5>3,4，誇大性得点は CL1,2,5>4 であった。友人型の

親をもつ群では誇大性のみが高

く，自律推進型では自尊感情が

低く，低関与型ではすべての得

点が低く，権威あるリーダー型

と積極的関与型では自尊感情，

誇大性が高いことが示された。 

同様に放任型の養育態度でも，

ストレス時の関わりによって全

体的自己評価が異なることが示

唆された。どのような親行動が

全体的な自己評価を規定するの

か，今後さらに検討を進める。 


